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２● 広報 とまり　2010年２月号 ●

　

平
成
22
年
岩
内･

寿
都
地

方
消
防
組
合
泊
消
防
団
出
初

式
が
１
月
７
日
（
木
）、
泊

村
公
民
館
で
、
多
数
の
来
賓

を
迎
え
、
厳
正
な
規
律
の
中

で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
泊
村
長
表
彰
等
、

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と

し
て
勤
続
さ
れ
た
方
々
に
対

し
て
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
３
年
間
建
物
無

火
災
地
域
の
分
団
及
び
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
支
部
に
は
泊
消

防
団
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
牧
野
村
長
か
ら

年
頭
の
訓
示
が
述
べ
ら
れ
、

続
い
て
来
賓
の
岩
内
警
察
署

森
署
長
、
泊
村
議
会
宇
留
間

副
議
長
か
ら
祝
辞
、
北
村
泊

消
防
団
長
の
答
辞
が
あ
り
、

最
後
に
岩
内
・
寿
都
地
方
消

防
組
合
桜
井
消
防
長
の
音
頭

で
万
歳
三
唱
し
、
住
民
の
命

や
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
と

い
う
消
防
団
員
の
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

火
の
元
に
は
十
分
注
意
し

て
、
火
災
の
無
い
泊
村
に
し

ま
し
ょ
う
。

平成2１年 泊 消 防 団 概 況
消
防
団
員
数

火
災
状
況

消
　
防
　
団
　
員
　
出
　
動
　
状
　
況

定員数
平成21年年頭 平成21年年末 備　　　考

74名 74名

69名 69名

増減

０

０

条例最終改正
平成７年10月１日

異動内訳　任用 ３名
退団 ３名  昇格 ５名実員数

建物火災

平成21年 平成20年 前年対比

前年対比

０件 １件 減１
減１０件 １件

０件 ２件 減２
その他
合　計

建 物 火 災 0
0
1
1
1
12
2
2
9
12
21
12
73

0
0
1
1
3

266
87
16
105
12
156
84
731

1
0
1
1
1
2
0
0
4
0
5
3
14

減

増
減
増
増

増

増
増
増

減

増
減
増
減
増
増
増

減
増
減

15
0
1
19
3
27
6
1
24
0
12
33
5

そ 　 の 　 他
火  

災

回　数
回　数

人　員
人　員

区　分

年

種　別

種別

泊
村
長
表
彰

■
20
年
勤
続
（
永
年
勤
続
章
）

　

第
１
分
団　

部　

長　

井
上　

英
美

　

第
１
分
団　

団　

員　

能
代　

満
宏

■
10
年
勤
続
（
永
年
勤
続
章
）

　

第
１
分
団　

団　

員　

小
林　

一
弘

　

第
１
分
団　

団　

員　

小
林　

德
之

北
海
道
知
事
表
彰

■
20
年
勤
続
（
勤
労
章
）

　

第
２
分
団　

部　

長　

伊
名
野
巌
夫

　

第
２
分
団　

班　

長　

佐
々
木
浩
哉

　

第
１
分
団　

団　

員　

能
代　

満
宏

■
10
年
勤
続
（
表
彰
状
）

　

第
１
分
団　

団　

員　

梅
庭　

英
良

　

第
１
分
団　

団　

員　

小
林　

一
弘

　

第
２
分
団　

団　

員　

寺
井　

義
則

　

第
２
分
団　

団　

員　

冨
士
池　

徹

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

■
20
年
勤
続
（
勤
続
章
）

　

第
１
分
団　

部　

長　

井
上　

英
美

　

第
１
分
団　

団　

員　

能
代　

満
宏

■
10
年
勤
続
（
勤
続
章
）　

　

第
１
分
団　

団　

員　

小
林　

一
弘

　

第
１
分
団　

団　

員　

小
林　

德
之

泊
消
防
団
長
表
彰
（
無
火
災
地
域
）

■
盃
・
興
志
内
地
区

　

第
１
分
団　

　

婦
防
支
部　

　
　

第
５
支
部
・
第
６
支
部

　
　

第
７
支
部
・
第
８
支
部

■
泊
地
区

　

婦
防
支
部

　
　

第
１
支
部
・
第
３
支
部
・
照
岸
支
部

※
３
年
間
建
物
無
火
災
地
区
の
分
団
及
び
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
を
「
泊
消
防
団
長
表
彰
内
規
」
に
よ
り
表
彰
す

る
も
の
で
す
。

　
平
成
22
年
出
初
式
　

　
　
表
彰
受
賞
者

　
平
成
22
年
出
初
式
　

　
　
表
彰
受
賞
者
（
※
敬
称
略
）

（
※
敬
称
略
）

平成22年
岩内･寿都地方
消防組合 泊消防団出初式
平成22年
岩内･寿都地方
消防組合 泊消防団出初式
平成22年
岩内･寿都地方
消防組合 泊消防団出初式

救 助
行 方 不 明 者 捜 索
暴 風・水 害・地 震
出初式・演習・各種訓練
予 防 査 察
広 報 ・ 指 導
火 災 警 戒
機械器具及び水利点検
各 種 会 議
そ の 他
合 計
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徳田　杏那 さん徳田　杏那 さん 古川　歩美 さん古川　歩美 さん 中畑　　萌 さん中畑　　萌 さん 阿部　翔太 さん阿部　翔太 さん

赤坂　享祐 さん赤坂　享祐 さん 澁田　賢一 さん澁田　賢一 さん 藤巻　大祐 さん藤巻　大祐 さん 小山まりな さん小山まりな さん

梅庭　良仁 さん梅庭　良仁 さん 宮谷　賢吾 さん宮谷　賢吾 さん 結城　一麻 さん結城　一麻 さん

　

１
月
10
日
（
日
）、
平
成
22
年
泊
村
成
人
式
が
泊

村
公
民
館
で
行
わ
れ
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
華
や
か

な
振
り
袖
姿
の
新
成
人
11
名
が
出
席
し
、
人
生
の
門

出
に
誓
い
と
自
覚
を
新
た
に
式
典
に
臨
ん
で
い
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
、
国
歌
斉
唱
の
あ
と
、
國
分
教
育
委
員

長
よ
り
式
辞
、
続
い
て
成
人
者
が
一
人
ひ
と
り
紹
介

さ
れ
、
牧
野
村
長
と
北
村
議
会
議
長
よ
り
新
成
人
へ

の
祝
辞
、
祝
電
披
露
の
あ
と
、
新
成
人
を
代
表
し
て

梅
庭　

良
仁
さ
ん
よ
り
誓
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
あ
る
野
宮

範
子
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、『
コ
コ
ロ
・
キ
ズ
ナ
・

コ
ト
バ
』
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
催
さ
れ
た
激
励
会
で
は
、
来
賓
の
方
々

や
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
人
と
歓
談
し
、
大
人
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
し
た
喜
び
と
新
た
な
旅
立
ち
を
か
み

し
め
て
、
晴
れ
や
か
な
記
念
す
べ
き
二
十
歳
の
集
い

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

泊　村
成人式
泊　村
成人式

平成 　年22平成 　年22
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　平成21年分の所得税の申告期間は２月16日～３

月15日まで倶知安税務署でおこないますが、村で

は平成21年分の住民税等の申告取りまとめを各地

域ごとに次の日程でおこないます。

※申告相談に必要なもの

　ア、医療費の領収書　イ、生命保険料支払証明書

　ウ、地震保険料支払証明書　エ、源泉徴収票

　オ、印鑑、保険証

詳しくは、財政課税務係

　電話７５―２０２１へお問い合わせ下さい。

住民税の申告取りまとめ日程表

※但し、都合により日程の一部変更もあります。

２月16日(火)

２月17日(水)

２月18日(木)

２月19日(金)

２月22日(月)

２月23日(火)

２月24日(水)

２月25日(木)

日　　程 場　　　所

泊地区集会所

照岸・糸泊地区
集　　会　　所

盃地区集会所

〃

臼別地区集会所

茅沼地区集会所

渋井地区集会所

堀株地区集会所

地域 時　　　間

１･２

３･照

５･６

７･８

９

10･11･炭鉱

12

13

午前９時30分～
　午後２時30分

午前９時30分～
　午後２時30分

午前９時30分～
　午後２時30分

午前９時30分～
　午後３時00分

午前９時30分～
　午後２時00分

午前９時30分～
　午後３時00分

午前９時30分～
　午後２時00分

午前９時30分～
　午後２時30分

所得税の申告も正しくお早めに
〔申告取りまとめ期間＝２月16日～２月25日〕

申告取りまとめ期間

　平成21年分の所得税・消費税及び地方消費税（個人事業

者）の確定申告及び贈与税の申告の受付は、次のとおりで

す。

　なお、倶知安税務署の閉庁日(土･日曜日･祝日等)は、確

定申告等の受付は行っておりません。

　申告書は郵送又は税務署の時間外文書収受箱(倶知安税

務署の１階正面玄関右側)に投函することにより提出する

ことができます。

申告書は、自分で作成して、お早めに！

還付金の受け取りは、あなたの預貯金口座へ

　平成21年分の所得税の確定申告の受付が２月16日(火)から始まります。

　所得税の確定申告の受付は３月15日(月)、消費税及び地方消費税（個人事業者）の確定申告の受付は３月31

日（水）までです。

　確定申告書は、「前年の申告書控え」や「確定申告の手引き」などを参考にご自分で作成し、お早めに提出し

てください。

　また、確定申告書は、国税庁ホームページ【http://www.nta.go.jp】の「確定申告書等作成コーナー」で簡単

に作成することができるほか、作成したデータをそのままe-Taxに送信することができます。

　作成した確定申告書は、郵送等により提出できます。

　申告会場にお越しの際には、印鑑、「前年の申告書控え」及び確定申告に必要な書類をご持参ください。（前年、

税務署などの会場でパソコンを利用して申告された方で、「お知らせはがき」が届いている方はそのはがきも持

参してください。）

　詳しくは、倶知安税務署　個人課税部門（代表電話番号 0136－22－1192）へお尋ねください。

　税務署の閉庁日（土・日曜日、祝日等）は、税務署での確定申告の受付は行っておりませんので、ご注意ください。

　還付金は、金融機関（銀行・信金・信組・農協・漁協・郵便局）のあなたの預貯金口座に振込みが出来ます。

　還付申告をされる方は、あらかじめ預貯金通帳等で金融機関・預金の種類・口座番号をお確かめのうえ、申

告書に正しく記載してください。

　詳しくは、倶知安税務署　管理運営・徴収部門（代表電話番号 0136－22－1192）へお尋ねください。

所得税
平成22年２月16日(火)から

平成22年３月15日(月)まで

贈与税
平成22年２月１日(月)から

平成22年３月15日(月)まで

消費税及び地方消費税
（個人事業者）

平成22年
　３月31日(水)まで

住民税の申告取りまとめを行ないます住民税の申告取りまとめを行ないます

申告取りまとめでの医療費控除について
医療費の領収書の整理方法
領収書を個人ごとに分ける

同じ病院・薬局ごとに分ける

※家族の領収書がある場合

他の方の待ち時間が
短縮しますので、領
収書の整理をしてく
ださい。日にち順に並べる



５ ● 広報 とまり　2010年２月号 ●

　以前より広報や個別通知で受診をお願いしておりました特定健診について、医師の検査入院に

より今年度の残りの期間では受診できないこととなりました。

　対象者で未受診の方には、大変申し訳ありませんが、受診できる体制になり次第、改めてお知

らせいたします。

　訪問販売や通信販売などを規制した特定商取引法という法律が平成21年12月1日に改正されま

した。私たちの生活にも関係する改正のポイントをいくつかご紹介します。

　まず、これまでクーリングオフ（無条件に契約を解除できる制度）などが認められるのは指定

された商品やサービスに限られましたが、指定制度がなくなり、原則としてすべての商品やサー

ビスが規制の対象となりました。訪問販売業者が「この商品はクーリングオフの対象外です。」な

どと説明した場合には注意してください。

　次に、訪問販売の場合、販売業者は相手方に対し、勧誘を受ける意思があるか確認しなければ

なりませんし、契約を締結しないという意思表示をした人に対して再度勧誘してはならないこと

になりました。断ったのにしつこく勧誘することは違法となります。

　また、悪質な訪問販売業者の中には「たくさん買うと安くなるから」などと言って、大量の商

品を買わせる業者もありますが、訪問販売において、日常生活で通常必要とされる分量や回数、期

間を超える商品やサービスの契約については契約締結から１年間解除できるようになりました。

　これまで通信販売の場合にはクーリングオフが認められていませんでしたが、契約の解除の制

度ができ、商品の引渡しから８日間が経過するまでは契約を解除することができるようになりま

した。ただし、クーリングオフではありませんので、返品の費用は購入者の負担となりますし、

通信販売業者が広告で解除を認めないと表示していた場合には原則解除できません。

泊 発 電 所 の 状 況
■泊発電所１号機（定格電気出力57万９千キロワット）
・第16回定期検査中
　期間：１月11日から３月20日（予定）

・定格熱出力一定で運転中
■泊発電所２号機（定格電気出力57万９千キロワット）

・定格熱出力一定で運転中
■泊発電所３号機（定格電気出力91万２千キロワット）

国民健康保険加入者の特定健診休止について

住民福祉課保険係

弁護士　岡室　恭輔 （倶知安ひまわり基金法律事務所）
電話  0136－21－6228　 Eメール  kucchanlaw@ybb.ne.jp

消 費 者 保 護 の 法 律 が 変 わ り ま す消 費 者 保 護 の 法 律 が 変 わ り ま す

泊村では住宅用火災警報器設置の助成をしております。

村の助成金の申請期限は平成22年３月31日までです。

● 設置する場所は、寝室又は寝室が２階にある場合は寝室と階段になります。
● 補助は、設置にかかる費用又は、10,000円のいずれか少ない額です。
● 警報器は、村内業者で購入したものに限ります。
　 ※村・公営住宅等は、村が設置しますので除きます。

火災警報器に関する助成制度のお問い合わせ先　　泊村役場企画振興課　TEL  ７５－２８７７
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平成２２年日本水難救済会
泊救難所盃支所出初式

1
11

　日本水難救済会泊救難所盃支所（団員33名）が盃漁港で、

村長をはじめ関係者が見守る中、出初式が行われました。

　はじめに、救助活動の一環である救命索発射訓練を行

い、万が一の事態に備え迅速な動作で訓練に臨んでいま

した。

　盃地区集会所で行われた屋内式では、北海道知事より

20年以上海難救助活動に精励された５名の団員に対し感

謝状が贈られました。

　
平成22年出初式表彰者

　菊地　恭一　小林　辰義

　鎌田　　満　小林　一弘

　小林　　悟　 （敬称略）

とまり保育所
かるたかい

1
19

　かるたかいがとまり保育所で行われました。

かるた取りでは、お正月にたくさん練習して

きた様子で、お手つきなども少なく、けんか

をせずに思いっきり遊んでいました。

第５回書き初め展
泊村公民館ロビー

1
13

1
15～

冬休み
スケート教室

第15回道南地区小学生
アイスホッケークラブリーグ

泊村アイスセンター

1
15

1
17

ゆきんこ
料理教室
保健センター

泊村アイスセンター

冬休みフォト
冬　　　フ　ト

海海日日 本本 ニ コニ コ 元気元気元気ニコニコ トピックストピックス村村村海海日日 本本 ニ コニ コ 元気元気元気ニコニコ トピックストピックス村村村

1
６

1
29～



くらしの告知板くらしの告知板くらしの告知板
役場　緯75～２０２１

　平成22年度の保育所新入所児

(一歳以上)の申し込みを２月１

日から受付いたします。(申し

込み用紙は役場にあります。)

　入所を希望する方は、２月15

日までに住民福祉課まで申し込

みください。

　保育所に入所できる家庭は次

のとおりですが、その家庭に幼

児を保育できる人がいないこと

が条件となっていますのでご留

意下さい。

とまり保育所入所とまり保育所入所

申し込み  ２月１５日まで

①昼間に居宅外で労働することを常態としていること
②昼間に居宅内で当該児童と離れて日常の家事以外の労働をすることを常態と
していること

③妊娠中であるか又は出産後間がないこと
④疾病にかかり、若しくは負傷し、又は精神若しくは身体に障害を有している
こと

⑤長期にわたり疾病の状態にある又は精神若しくは身体に障害を有する同居の
親族を常時介護していること

⑥震災、風水害、火災、その他の災害の復旧に当たっていること
⑦村長が認める前各号に類する状態であること
※１歳、２歳未満の場合は、自力で歩行ができ、かつ自力で食事ができる児童です。

■入所基準■

問い合わせ
・住民福祉課福祉係
　　TEL　75―2134
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　高校、大学への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。

【ご 融 資 額】　学生・生徒１人あたり３００万円以内
【利　　　率】　年2.65％（固定金利、平成21年12月９日現在）

【ご返済期間】　１５年以内（母子家庭または交通遺児家庭の方については18年以内）

【お使いみち】　入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など

【ご返済方法】　毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）

【保　　　証】　（財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能）

「国の教育ローン」(日本政策金融公庫 国民生活事業）のご案内「国の教育ローン」(日本政策金融公庫 国民生活事業）のご案内

国民年金保険料はお支払いによって、おトクな割引があります。国民年金保険料はお支払いによって、おトクな割引があります。

問い合わせ　「国の教育ローン」コールセンター　ナビダイヤル　0570－008656　TEL  03－5321－8656

平成21年度の例　毎月納付していくと…1ヶ月 14,660円　６ヶ月87,960円　12ヶ月 175,920円平成21年度の例　毎月納付していくと…1ヶ月 14,660円　６ヶ月87,960円　12ヶ月 175,920円

172,800 円

1 現金納付（納付書）・クレジットカード納付で前納された場合

平成21年４月～

平成22年３月分を

前納された場合

（毎月、納付した場合と比べて）

3,120 円割引！！
１年
前納

87,250 円平成21年10月～

平成22年３月分を

前納された場合

（毎月、納付した場合と比べて）

（年間納付額174,500円）

（年間割引額1,420円）710 円割引！！
6ヶ月
前納

172,230 円

２ 口座振替で前納された場合

平成21年４月～

平成22年３月分を

前納された場合

（毎月、納付した場合と比べて）

3,690 円割引！！
１年
前納

86,960 円平成21年10月～

平成22年３月分を

前納された場合

（毎月、納付した場合と比べて）

（年間納付額173,920円）

（年間割引額2,000円）1,000円割引！！
6ヶ月
前納

★★★この他、口座振替納付には、毎月50円割引となる「早割」制度もあります★★★

平成22年度もおトクな前納制度をご利用下さい！
※平成22年度の国民年金保険料の金額及び前納金額については、現在のところ未定です。

※すでに口座振替・クレジットカード納付で前納されている方は、再度のお申し込みの必要はありません。（ただし、口座振

　替引落方法・クレジットカード納付のお支払い方法を変更される場合は、再度、お申し込みが必要です。）

※平成22年度の口座振替は、①１年度分及び上期６ヶ月分（４月分～９月分）は２月末までに、また、②下期６ヶ月分（10月

　分～翌年３月分）は、８月末までに、お申し込みください。

口座振替・クレジット納付のお問い合わせ

〒047-8666　小樽市富岡1丁目9番6号　日本年金機構小樽年金事務所　TEL0134-65-5004（代表）



　毎年、冬になりますと、沿道建物等からの落氷雪によ

る死傷事故が多く発生しています。

　皆さんも、冬期間の生活にはご苦労されていると思い

ますが、冬期間の通行を円滑にし、事故を無くするため、

特に、次のことに注意するようにお願いいたします。

◆落氷雪事故の発生が懸念されるような沿道建物等につ

いては、雪止めを設置するようにしてください。

◆既に雪止めが設置されている場合であっても、針金等

の錆、老朽化等による破損が原因で落氷雪事故が発生

することもあるため、必ず点検し、破損等が発見され

た際は早急に修繕するようにしてください。

◆落氷雪事故は、気温がマイナス３からプラス３程度の

ときに発生しやすいという特徴があるため、早めに除

雪するとともに、除雪の際には、歩行者や遊んでいる

子供等に十分注意するようにしてください。

◆落氷雪があった場合は、直ちに事故がないか確認する

とともに、歩行者の通行の支障にならないように排除

してください。

◆交通事故及び交通障害防止のため、屋根からの落氷雪

や敷地内の積雪を道路に出さないようにしてください。

◆軒下を通行するときは、屋根からの落氷雪に十分注意

するようにしてください。

◆軒下や道路では、絶対に子供を遊ばせないようにして

ください。

◆ビルの壁、窓枠、突出看板等からの落氷雪は少量でも

危険であるため、早めに付着した氷雪の除去を行うよ

うにしてください。

屋根からの落氷雪事故
防止などのお願い

屋根からの落氷雪事故
防止などのお願い

北海道開発局・北海道・北海道警察

 ・日　　程　３月３日～３月26日　毎週水・金曜日

 ・受 講 料　両講座とも【12,000円】

 ・定員人数　10名（先着順）

【インターネット講座　使用OS：ビスタ】14：00～16：00

【パワーポイント講座　使用OS：XP】18：30～20：30

受講生を募集します受講生を募集します

問い合わせ
・岩内地域人材開発センター

　　岩内町字東山8-16　TEL 0135－62－2183

パソコン教室

 ・訓練期間　平成22年２月25日（木）、26日（金）

 ・訓練時間　９：00～16：00（昼休み１時間）

 ・定　　員　12名（先着順）

 ・受 講 料　18,000円

認定職業訓練
土木施工科①「最新電子納品事情と情報共有」

 ・訓練期間　平成22年３月18日（木）、19日（金）

 ・訓練時間　９：00～16：00（昼休み１時間）

 ・定　　員　12名（先着順）

 ・受 講 料　18,000円

土木施工科②「CALS/ECアクションプログラムと建設ICT」

　北海道では、地方税ポータルシステム（エルタックス）

を利用し、インターネットによる法人道民税・法人事業

税の申告受付ができますので御利用ください。

　利用できるのは、北海道に申告を行う納税義務者（税

理士等代理人を含む）で、利用届出の手続きをされてい

る方です。

　利用開始の手続の詳細につきましては、エルタックス

ホームページをご覧ください。

　エルタックスホームページ

　　http://www.eltax.jp/
　北海道ホームページ

　　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/

法人道民税・法人事業税の申告は
インターネットで申告できます。
法人道民税・法人事業税の申告は
インターネットで申告できます。

問い合わせ
・後志支庁地域振興部税務課課税係

　　TEL　0136－23－1332

　厳冬期を迎え、釣りを行う際に

は、海への転落事故や暖を取る際

の一酸化炭素中毒など、生命に関

わる危険な事故が発生しやすくな

ります。

　事故を未然に防止するため、次

のことに注意して慎重な行動を心掛け、安全に釣りを楽

しみましょう。

○安全に楽しむために
　・目的地、帰宅の時間などをあらかじめ家族や知人に

連絡しておきましょう。

　・単独行動はできるだけ避けましょう。

　・目的地の気象状況を事前に確かめましょう。

　・釣り場では、左右や後ろの人に十分注意しましょう。

　・釣り場は、海草などで滑りやすくなっているので、

十分注意しましょう。

　・船釣り、磯釣りの際、救命胴衣は常時着用しましょう。

　・携行品には、命綱、呼び子笛、懐中電灯、非常食、

救急薬も加えてください。

　・車やテントの中で暖を取る場合は、一酸化炭素中毒

とならないよう、換気を十分行いましょう。

　・凍った湖や沼などでワカサギ釣りなどをする場合は、

氷の薄い場所には近寄らないようにしましょう。

○自然を守るために
　・ビニール袋は、海や川を汚す大きな原因となってい

ます。また、捨て針、捨て糸による野鳥の被害が増

えています。ゴミは必ず持ち帰って処理しましょう。

○資源の保護のために
　・海藻類、貝類などを取ることはやめ、小さな魚は放

流しましょう。

○トラブルを防ぐために
　・無秩序な駐車、ゴミの不法投棄などで地元の人や漁

業者に迷惑をかけないようにしましょう。

厳冬期の釣りに伴う
　　　事故の防止について
厳冬期の釣りに伴う
　　　事故の防止について
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診療時間
９時～17時まで２月の

救急当番医
２月７日(日)

　　11日(木)

　　14日(日)

　　21日(日)

　　28日(日)

建国記念日

石狩市

小樽市
余市町

古平町

積丹町

神恵内村

泊村

共和町

岩内町

蘭越町寿都町

島牧村

ライセンス実施海域

詳細・お問い合わせ先
◎後志管内さくらます船釣りライセンス制実行協議会事務局
　（小樽市漁業協同組合内）　電話  (0134)22－5138　 FAX  (0134)22－5138　　E-mail sirisakura@ever.ocn.ne.jp
　http://www3.ocn.ne.jp/-sirisaku（北海道水産林務部又は後志支庁水産課のＨＰからもご覧いただけます）

      船釣りでサクラマス
    を採捕する場合、船舶
 ごとにライセンスを取得
してください。

(１）申請に必要な書類
　①申請書（所属団体、下記HP、実行協議会事務
　　局から入手できます。）
　②船舶検査証書の写し
　③海技免状（小型船舶操縦士免許）の写し
　④漁港（港湾）係留施設使用許可証の写し、または
　　使用許可申請書の写し
　⑤協力金に係る納入証明書の写し
　（申請書に添付すると事務処理が早まります。）

(２）申請書の提出方法
　①団体に加入の方は加入団体を通じ→③
　②個人の方は直接→③
　③「後志管内さくらます船釣りライセンス制実行協議会
　　事務局」へ提出してください。

(３）申請書提出期間
　　　　受付時期　　　　　船釣り開始時期
　２月１日～２月12日　→　３月１日以降
　２月15日～２月26日　→　３月15日以降
　３月１日～３月12日　→　４月１日以降
　３月15日～３月31日　→　４月15日以降
　４月１日～４月15日　→　５月１日以降

(４）ライセンス取得対象船
　◎原則として、総トン数20トン未満の動力船

ライセンス証の取得方法

(１）釣獲時間（漁業者適用除外）
　→『日の出から日没』まで

(２）ライセンス証の常備・章旗の掲揚

(３）遊漁者の遵守事項の周知
　→釣獲時の遵守事項を十分周知してください。

(４）釣果報告
　→釣り人から釣果の報告を受け、ライセンス期間終了後
　　速やかに釣果を報告してください（FAX・メール提出可）

(５）漁具被害の防止
　→漁具に被害を与えないよう注意してください。

(６）その他
　→遊漁者によるトローリングは北海道海面漁業調整規則
　　により禁止されています。
　→救命胴衣は必ず着用しましょう。

ライセンス取得者の決まりごと

後志管内のライセンス制は７年目です
ライセンスの申請取りまとめに際し、後志管内さくらます
船釣りライセンス制実行協議会に対し、次の協力金を納め
ることになっておりますので、ご協力お願いします。

遊漁専業者・遊漁兼業者　　30,000円
プレジャーボート所有者　　  5,000円
漁業者　　　　　　　　　　  3,000円

実行協議会への協力金

実施期間

〜

※海区漁業調整委員会の指示等に対するお問い合わせ
石狩後志海区漁業調整委員会事務局　　　　　電話（0136)23－1395　FAX（0136)22－0914
北海道後志支庁産業振興部水産課漁業管理係　電話（0136)23－1394　FAX（0136)22－0914

後志管内におけるさくらます船釣りはライセンス制です後志管内におけるさくらます船釣りはライセンス制です

●船釣りライセンス制は、さくらます資源の保護と適切な漁場
利用調整を図るため、海区漁業調整委員会の指示に基づき、一
定のルールのもとで船釣りを行う仕組みです。
●ライセンス制の運営のため、関係市町村、漁協、プレジャー
ボート団体、釣り団体等の代表による実行協議会が組織され、
釣獲時間や釣獲尾数等のルールが協議されています。
●皆さんからいただいた協力金は、章旗や啓発ポスターの作成
などに使われるほか、漁業団体が取り組む孵化放流事業への協
力金として、さくらます増殖事業にも活用されています。

問い合わせ先
岩内地方衛生組合じん芥処理場　TEL 62－6251

不燃（粗大含む）ごみ受入停止日不燃（粗大含む）ごみ受入停止日

■受入停止日　２月22日(月)■■受入停止日　２月22日(月)■

・事前予約制
・予約受付　平日午前10時～午後４時

・岩内町高台84－３  ・緯 0135-62-8373

札幌弁護士会しりべし弁護士相談センター

３日（水）1０日（水）１７日（水）2４日（水）２月

２月の相談日程２月の相談日程
北内科クリニック

大井内科消化器科医院

岩 内 大 浜 医 院

前 田 医 院

岩 内 協 会 病 院

緯６２－１４５７

緯６２－０９８６

緯６１－２０８１

緯６２－１２９３

緯６２－１０２１

平成22年
３月１日

５月15日
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前月比

人　口世　帯

世　　帯

人　　口

男

女

泊 地 区

盃 地 区

茅沼地区

老人ホーム

渋井地区

堀株地区

　 計

人のうごき人のうごき人のうごき

地区別の世帯と人口地区別の世帯と人口

全国統一防火標語　　消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子

再生紙を使用しています
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982戸

1,987人

921人

1,066人

＋ 8戸

＋13人

＋ 7人

＋ 6人

321戸

186戸

191戸

103戸

101戸

80戸

982戸

699人

380人

400人

103人

231人

174人

1,987人

＋ 2

± 0

± 0

± 0

＋ 7

－ 1

＋ 8

± 0

－ 1

＋ 1

± 0

＋16

－ 3

＋13

[21．12．31 現在　住民基本台帳 ]
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12
月
16
日
～
１
月
19
日

12
月
16
日
～
１
月
19
日

12
月
16
日
～
１
月
19
日

12
月
16
日
～
１
月
19
日

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
し
ま
す

【
転
入
】

（
渋
　
井
）
武
田
　
浩
美
さ
ん
　
岩
内
町

　
　
　
　
　
　
　
　
佳
子
さ
ん
　
　
〃

（
渋
　
井
）
森
　
　
健
之
さ
ん
　
岩
内
町

　
　
　
　
　
　
　
　
映
子
さ
ん
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
翔
吾
頼
さ
ん
　
　
〃

（
渋
　
井
）
澤
田
　
淳
司
さ
ん
　
岩
内
町

　
　
　
　
　
　
　
　
祐
絵
さ
ん
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
夏
翠
さ
ん
　
　
〃

（
渋
　
井
）
國
武
　
裕
也
さ
ん
　
岩
内
町

　
　
　
　
　
　
　
奈
津
紀
さ
ん
　
　
〃

（
渋
　
井
）
寺
尾
　
雅
之
さ
ん
　
蘭
越
町

（
臼
　
別
）
鎌
田
　
俊
三
さ
ん
　
札
幌
市

（
茅
　
沼
）
渡
部
　
　
豊
さ
ん
　
小
樽
市

　
　
　
　
　
　
　
　
恭
子
さ
ん
　
　
〃

（
糸
　
泊
）
小
町
　
健
二
さ
ん
　
恵
庭
市

【
転
出
】

　
札
幌
市
１
人
　
　
　
赤
平
市
１
人

【
死
亡
】

（
　
泊
　
）
酒
本
　
征
史
さ
ん
　
68
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
月
１
日
死
亡

（
堀
　
株
）
林
　
　
勝
藏
さ
ん
　
83
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
月
２
日
死
亡

こ
ん
に
ち
は
よ
ろ
し
く

【
出
生
】

（
滝
の
澗
）
坂
本
　
颯
太
く
ん

　
　
　
12
月
18
日
出
生
　
父
　
和
佳
さ
ん

（
糸
　
泊
）
網
干
　
紅
葉
ち
ゃ
ん

　
　
　
１
月
14
日
出
生
　
父
　
秀
幸
さ
ん

そ
う

た

く
れ

は

ホ

ア
フ

ウ
ツ

短　

歌

(

363)

小
林　

諒
子

　

青
々
と
は
る
か
に
つ
づ
く
天
の
原
白
雲
浮
び
羊
蹄
山
そ
び
ゆ

近
江
谷
乃
婦

　

腰
痛
も
忘
る
る
ほ
ど
の
晴
れ
の
日
は
ピ
ー
ス
ピ
ー
ス
と
小
鳥
さ
へ
ず
る

沙　

羅

　

同
じ
日
に
誕
生
し
子
等
と
亡
き
我
が
子
思
い
め
ぐ
ら
せ
涙
ぽ
ろ
ぽ
ろ

の
ぞ
み

　

我
が
里
の
鰊
御
殿
の
お
宝
は
苦
労
と
知
恵
と
歴
史
が
光
る

無
名
女

　

若
水
を
吸
み
て
立
て
し
一
椀
や
濃
き
み
ど
り
に
は
や
春
を
想
い

芳　

扇　

　

山
堺
に
三
十
余
年
を
住
み
暮
し
マ
イ
ナ
ス
八
度
の
凍
れ
に
驚
く

サ
ト
女

　

地
蔵
祭
に
み
た
ら
し
だ
ん
ご
お
供
え
し
安
産
ね
が
う
孫
娘
の
た
め

乃　

婦　

　

鰻
重
に
満
面
笑
顔
の
孫
た
ち
よ
わ
が
給
付
金
使
ひ
て
う
れ
し

吉
田
智
恵
子　

　

窓
に
咲
く
氷
の
花
の
輝
き
も
朝
陽
に
あ
た
り
あ
と
か
た
も
な
し

赤
坂
明
希
子

　

吹
き
荒
れ
る
年
の
は
じ
め
の
深
雪
に
賀
状
と
ど
け
し
人
に
感
謝

立
花　

孝
子　

　

幼
な
児
の
写
る
楽
し
き
賀
状
あ
り
思
わ
ず
笑
み
溢
れ
る
な
り

小
林
ヒ
ロ
子

　

壮
健
を
祝
ぐ
べ
き
な
れ
ど
ひ
と
冬
の
除
雪
は
八
十
路
の
身
に
し
み
と
ほ
る

よ
う
て
い

ウ
マ
レ

シ
バ

寒
風
に 

吹
き
さ
ら
さ
れ
て 

夜
の
道　

 

泊　

海　

山

魚
に
も 

毛
深
い
や
つ
が 

い
る
み
た
い　

泊　

海　

山

俳　

句
・
川　

柳　


